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所
管

項
目

見込

実績

見込

実績

5-19 協賛金収入の確保による開催経費などの負担軽減

実
施
内
容

本市が参画するスポーツイベントについて、大会名「冠」募集の可否を個別に検証し、可能と思
われるイベントについては、協賛金収入の確保に向けた検討を行い、開催経費などの負担軽減に
努める。

目
標

実施可能イベント・募集方法の検討、協賛金収入の確保

（平成28年度追記）

文化観光 局 スポーツ 部 スポーツ推進 課

工
　
　
程

当初予定

26年度 27年度 28年度 29年度

進捗状況

(実績・見込)

26年度 27年度 28年度

数
値
目
標

26年度 27年度 28年度 29年度

- -

26年度 27年度 28年度 29年度

実
績

- 600,000
-

-

29
年
度

検討の結果、冠募集が可能なイベントはなかった。
しかしながら協賛金収入の増額を検討し、堺市民マラソンにおける協賛金については10企業で
590,000円となり、平成28年度と比較すると一企業当たりの協賛金額が増加した。

-
-

-
-

- - -

単年度の
効果額見込
及び実績

評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成

備
考

評
価

29
年
度

Ｃ

課題
冠募集については、主催団体と既存の協賛企業との調整が困難であっ
た。

改善策
安定的な大会運営を維持していくため、参加者数を継続して確保すると
ともに、協賛金収入の増加に向けて取り組んでいく。

-

29年度

-
0.6 百万円

実施可能イベント・募集方法の検討 

大会名「冠」募集によ
る協賛金収入の確保 

実施可能イベント・募集方法の検討 

協賛金収入の増加及び参加者
数の確保 


